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封日照の光度測定

C．T．エルヴィ　翼

　ヤレキス天文奎のC・T・エルヴィー氏の封日照の光度測定に關する一文が本年1月

のAstrophysical　Journalに禺てるました．

　私が雫常驚異を以て襯起してみるものでずか．ら興味深く思ひ，未熟をも省みず課し

て見ました・（下保茂抄課）

　封日照は約80年前テオドル∫・C・A・プロルセンによって螢見された・然し其後30

年間は之れに關する知識も皆無といってよい位で襯測も殆んどなく色々議論された．

　祭れで1868年英國に於てT・W・バツクノ・ウスによって濁立に愚見され，1883年テ

ネツシ｛州のナツシビルに於て槻測してみたE・E・バ1ナ1ドによって再び濁立に登

見されたのであった．この時勢來漸次封日照の位置，大さ，濃墨がT．W・バックハ

ウス，EE・バ1ナ1ド，A・E・ダグラ為A・シヤリ1，其他の人々によって観測さ

れた．

　今日まで封日照が淡い光輝と大きなひろがりの爲に光度の槻測が殆んどなかった・

三和は特殊の構造のカメラを使って種々の懸寓でA・E・ダグラスが撮り，叉マ1ガレ

ツト，ノ・｝ウッド嬢はウィルソン山のL10吋『の偉勲望遠鏡1ζ取附けた短黙レンズで撮

影した・これらの窟眞からはまだ光度測定が行はれてるな）・．

　1931年3月2日C・ホフマイステルは同一の時圏で南北に10。離れた天空の窟眞を2

赦撮り，これより樹日照の輝きの最も強い部分の光度を測定し得た・叉彼は南天の銀

河及黄道光の調査の折面光度計（Su・face　Ph・tomet・n）を使用して測定し，黄道光及封

日照の等光度を示す墓表を得た，

　H．シールは大洋洋天底學會の會合の際の論文に於て黄道光及封日照の光度研究に

ついて報告した・然しその方法については言及してみない．

　去る6，月私はヤiキス天文垂の光電光度計を封日照に使用する藤見について蛮表し

た．

　其後封日照が天空の好位置に來て以來も引暗きWW　H照の一強面に滑ふての光度の曲

線の代りに等光線を得やうと夜毎幾回も襯測をつy“けて行った・

　これらの観測も同じ方法で行ったのである，即ち一時圏に澹ふて5。の．間隔をおい

て星の光に影響されない部分の空の輝きを測定した・光電池に作用する天空の面積は

直径220秒の圓，即ち0・00294卒方度である・銀河以外の天空に調てはこれ位の廣さの

星に邪魔されない部分を見禺すことは可能だ，

　その方法はまつ天空に向って曝されてみる光電池の電位計の攣化の割合を記録し，

次にシヤタ1を閉ぢ光の當らない時，洩れ出る電流の爲によるすべての数量を知る・

　それから又電位計の感度は各黙に於て取られる一■これが所要の面積から來る光度を
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得る勇将直の材料となる。

　かくして得た各々の観測は地球大氣中にあらはれる光輝即ち地球上の光及月の光の

大氣中に於ける分散，曲浦氣以外の揚油から來る一般の白光のすべてを含んだもので

ある．

　地球大氣に原因する光を．除去する爲に與へられた時圏より得た親測より第1圖の如

く作瀕した・観測された場所に溢しての電位計の値を毎秒ミリボルトにて縦軸にとり，

観測した天空の赤緯を横にとった．

　　　　　　第　　一一　圖　　　　　　　　圖によって分る様に大氣に原因する
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E・＝O・m2　fsec・Z，此庭でfは大氣の透明度による因数である・

爲め標準星の襯測をした．

　それ・には4βTriangu】i（2h　O4m，十34。31ノ，　MI〕＝3・22，　A5），25ηTauri（3h　42］ni十

23。48／Mp＝285，　B5P）の二つの星を選んだ．

　双方山窩眞光度は測定される光電氣式のそれと近似してみる塵から使用した，かく

して導かれる誤差は封日照の光輝の不確心性（即攣動）に比して小さ〉・ものである・標

準星は光輝を等級で示す揚合にのみ使用した・

　3夜の裁測の結果は第2固の通りである・光の上昇及下降の圖を基にして，樹日照の

光輝を示す数値を他の吸牧による減光の修正を施して，（1雫方度に封ずる電位計の数

値にて）作心した・

　等光線は書き入れたもの．で，零の光輝を示す最外部のものは稽々不確なもので黙線

塵の輝きが次第に下降して攣化するこ

とを示す滑らかな曲線を描くことは容．

易だ・こう分離することによって吾々

は大氣以外から來る光の爲に起る電位

計の攣化の量を知ることが出液る．こ

れはすべて軍位面積51雫方度のそれに

換算：したものである．第1圖の上酒は9

刀25日の月が昇りかけてみた時のもの

であるから，從って空が次第に明るく

なりつNあった事が分る．面面は光の

上昇の順になされてある・下圖は10月

1日のもので，その夜は月がなかった・

　とれらの値は碕大氣による吸牧に封

ずる修正を施さねばならぬ，私は星の

観測に使用さオしる表を探指した．即ち

減光を

　　　　　　　　別に毎夜目盛検査の
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で書）・てある。反太陽

黒占は小さい黒黙で，黄

道は質量で書いてあ

る．　9月25日の封日照

は多少圓味を帯び南側

がZFになってみる傾向

がある・i封日照全滑豊を

とって考へるとその中

心は約2。許り反太陽

黙より西にあり，黄道

よ｝）僅か南へよってみ

る・封日照の中心附近

に於ける1雫一度にi馴

する光の強さは窺眞光

度6．54等の星に匹敵し

そして全騰の積算光度

は十〇・52等の星に等；し

い．

　次の観測は3日後れ

て得たもので，封日照

の形もその間に攣化し

てみる．

　中心は黄道よりも下

にある様に思はれ，強

光度の等光部をとって

考へるならば，その中

心は反太陽黒占よりも東

だ・然しi封日照全騰を

考へる時は申心購はほ

N“同経度にある。中心

附近に於ける1李方度

の丸め彊さは6．51等の
　　　　　　　　　　2hoo
星に匹敵し積算光度は

0．06等となる．
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最後の襯測は碕それより3日を経た11刀ユ日のものである．この時の形は大工卵形で，

その長軸は黄道に沿ふてるる．中心は明かに反太陽黙よりも東にあり，黄道よりも少
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し北にある様に思はれる．中心に於て1雫：方度についての光の強さは6：22等の星に匹

敵し，全艦の積算光度は一〇・28等の星に等しい．

　初めの2日は中心の光度が等しい，然し大さは第1日よりも第2日の方が増し，從って

全光度に於て70％の増加となってみる・

　10月1日の槻測では廣さは9刀28日の襯測とhi　L“同じであるが，光度が増して居り，

從って全光度に於て22％の増加となって居る．9月25日より10月1日までの全光度の増

加はO．S等epち110％の増である．

　封日照の大さを測定するに當って，如何なる限界を使用す可きかといふ事は可成り

困難である・特にかうした光度計的槻測を眼幌観測と比較する揚合は爾更の事である・

　零の明るさを示す等光線はかなり大きな誤差を件ひ易く，光度も零より倫減少して

みるかも知れない・“20”（1雫方度毎秒のミリボルト）の等光線は同一機械を使用し

た場合は定つた限界であらう・1雫丁度毎秒20ミリボルトの等光線に相當する光度を

規準星の助を借；Jて星の等級であらはして他の光度槻測と比較禺來る様にした・

　その結果は9月25日は7・82等，9月28日遅7・83等，ユ0月1日は7・90等；となった・

　醤日照の親りは次の表の通りである，

圃日附）i。臨。凱1櫨．、。4EZt．

1932　Sept．　25

　　　ク　　　28

　　　0ct．　1

220

39．

30r

210

22

26

一般に肉眼では天空の1％位の光輝の相違を見分け得ると信じられてみる・　もしそ

うであるとすると，肉眼でva　ll照を見るときは電位計の3。4（ミリボル1・　1秒1李方度）

の示す慮に相當する等光線を見分け得る筈だ．

　けれども私は光度がその様に可視の限界に近接した調合には，そんな小さな攣動は

見分けられないと思ふ・私は注意して眼観観測を行はなかったけれども，然し9月28日

の夜には封日照は表の藪値の三分以上の大さには見へなかった・以上

東北地方の水害を想ふ（逼信）

111本一清様

御見舞に與り難融く存候

四日から宮城縣北部を親察して昨夜曝りました・明治二十九年目比べては被害は

少いとは云へ

　　　財産の損失一生存者＝要救助
と云ふ關係を考へて見ると今回は生存者は割合に多いから反って今後の救助は前

回の時以上に必要でせう・前回の経験によって人命は割合に救助されて居ます・

　　　　　　　　　　　　　　　　　仙　毫　中村左衛門太郎


